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泥炭地盤における電気式コ－ン貫入試験による土質判別（その 2） 

北海道土質試験協同組合  〇金井 克尚，中川 範彦，伊藤 秀一、今 聖人 

 

1. はじめに 

電気式コ－ン貫入試験（以後 CPT と表す）は、測定結

果からロバ－トソンによって提案された土質判別チャ－

トを用いて土層判別が行える特性を有している。しかし

一般的な土についての土質判別は良好な結果を得られる

のだが、泥炭の判別は困難である。このため北海道に広

く分布する泥炭地盤の調査においてこの CPT の特性を活

用し、CPT の使用機会を増加させるための第一歩として

「技術フォ－ラム2016」熊本で泥炭地盤の CPT 結果につい

て報告した1）。今回は異なる地区で得られた結果を用い、

本チャ－トでの泥炭判別について確認できた結果を報告

する。 

 

2. 試験結果 

(1) 試験箇所 

試験は道央地区の石狩郡新篠津村の、ピ－トモス生産

業者の採取地内で実施した。 

 

図-1 北海道の泥炭性軟弱地盤分布図 2） 

 

(2) 土層構成と泥炭の基本的性質 

CPT を行った試験箇所の柱状図を図-2に示す。試験箇

所の土層構成は、表層から5.20ｍまで泥炭でその下が深

度7.70ｍまで粘土となっている。また、泥炭層を対象と

して含水比試験と強熱減量試験を実施した。含水比結果

を図-3に、その含水比 Wnと強熱減量 Liの関係を図-4に

示す。結果は含水比 Wn は400%～900%、強熱減量 Li は40%

～90%となっている。また含水比については、深度3.80

ｍ以浅は Wn=500%以上、以深は Wn=500%以下となる傾向が

見られる。これは泥炭の分解度や粘土の混入状態等が理

由として考えられる。また含水比 Wnと強熱減量 Li は相

関係数 R2=0.611と相関が得られていることが確認でき

る。 

               

 

 

                  

3. 土質判別法 

使用した土層判別法は1990年にロバ－トソンが提案し

た土被り圧の影響を考慮して基準化された先端抵抗 Qｔ

と周面摩擦比 Fr の計算結果を図－5のチャ－トにプロッ

トして判別する方法である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 ロバ－トソンによる土質判別チャ－ト3） 

Qｔと Fr は以下に示す式-1によって算出される。また、

式-2に示す指針 Ic で求められる境界によって2から7ま

での土質境界が定義されている。 
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                    式-2 

 

 

図－2 柱状図 

図－3 含水比 

図－4 含水比強熱減量関係図 
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4. 試験結果と考察 

(1) 試験結果 

CPT の試験結果と柱状図を図-6に示した。ロバートソ

ンの土質判別では粘土層は粘土と分類されているが、泥

炭層は粘土～シルト質粘土か判定範囲外に分類されてい

る。また土被り圧算定に用いる単位体積重量は、泥炭層

は10.5kN/m3、粘土層は16.0 kN/m3を用いた。 

 

図-6  CPT 試験結果 

(2) 泥炭の分布傾向と判別境界 

試験箇所の泥炭と粘土をロバ－トソンチャ－トにプロ

ットしたものを図-7に示す。 

泥炭は、本チャ－トの泥炭判別範囲と比較すると、基

準化周面摩擦比 Fr は概ね泥炭判別範囲内にあるが、全体

に大きい値を示しており、チャ－ト外の Fr＞10.0の範囲

に分布しているものもある。この Fr が大きい理由として

は、泥炭が先端抵抗に比して周面摩擦が大きい傾向にあ

るためだと考えられる。基準化先端抵抗 Qt は泥炭判別範

囲の上の12.0＜Qt＜80.0に分布している。全体としてチ

ャ－トの泥炭判別範囲の右上に集約されている。また含

水比別では、Wn=500%以下では Fr=6.5～9.0に、Wn=500%

以上では概ね Fr=7.0～15.0に分布していることが確認

できる。このことは含水比が低くなるにつれ、粘土の分

布範囲に近づく傾向を示していると考えられる。また、

泥炭と粘土の分布範囲には明確な差異が見られ、粘土は

泥炭の左下に分布している。 

これらの結果より、泥炭の判別境界については泥炭が

先端抵抗に比して周面摩擦が大きい傾向にあると考えら

れることから、この傾向を考慮し、今回は Fr に着目して

考察する。泥炭は図-7に破線で示した Fr=6.5を境界と

し、それ以上の範囲に分布していることが確認できる。

そのためこの Fr=6.5が当該地盤の泥炭と粘土の判別境

界となり得ると考えられる。 

 また、比較検討を行うため、前回の泥炭のデ－タ1）も

併せてプロットした結果を図-8に示す。泥炭が Fr=6.5以

上の範囲に分布している傾向が一致している。また前回

では Fr の範囲が広く、Qt の値が小さいという差異が見

られる。この差異が生じた理由としては、泥炭が分布地

域により、堆積状況や物理的性質等に違いがあることが

原因だと考えられる。 

 

図-7  泥炭と粘土の分布状況 

 

図-8  前回との分布状況比較 

 

5. まとめ 

今回の結果から、以下のことが確認された。 

① 室内試験から泥炭の含水比や強熱減量の変化に対す

る分布傾向を確認できた。 

② 泥炭の基準化周面摩擦比 Fr は、本チャ－トの泥炭判

別範囲内あるいはチャ－ト外に分布する。 

③ 泥炭の基準化先端抵抗 Qt は、本チャ－トの泥炭判別

範囲の上に分布する。 

④ 泥炭は泥炭判別範囲の右上に集約している。 

⑤ 粘土は泥炭の左下に分布しており、泥炭とは明確に分

布傾向が異なる。 

これらから、本チャート上に新たに Fr=6.5を境界とし

て判別境界を設定することにより泥炭の判別ができる可

能性を確認できた。しかし、前回の結果との比較から地

域による分布傾向の違いも確認されたため、今後は泥炭

判別の精度を高めるべく、CPT デ－タの集積と、その検

討を継続していくことに努めたい。 
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